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○西条市アウトドア活動拠点施設設置及び管理条例施行規則 

平成３１年１月１５日 

規則第１号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、西条市アウトドア活動拠点施設設置及び管理条例（平成３０年

西条市条例第２８号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるも

のとする。 

（使用の申請） 

第２条 西条市アウトドア活動拠点施設（以下「アウトドアオアシス」という。）の

大ホール、中会議室、小会議室、イベント広場又はキャンプ場（以下「大ホール等」

という。）を使用しようとする者は、条例第６条の規定により、西条市アウトドア

オアシス使用許可申請書（様式第１号）を市長に提出しなければならない。 

２ 前項に規定する申請は、使用する日の６月前から受け付ける。ただし、市長が特

に必要と認めるときは、この限りでない。 

（使用の許可） 

第３条 市長は、前条第１項の使用許可申請書を受理したときは、その内容を審査し、

適当と認めるときは、西条市アウトドアオアシス使用許可書（様式第２号）を申請

者に交付する。 

２ クライミングウォール及びボルダリング施設の利用者については、使用料の支払

をもって、許可を受けたものとみなす。 

３ 第１項の許可書の交付を受けた者（以下「使用者」という。）は、大ホール等を

使用する際には、当該許可書を携帯し、職員の求めがあったときは、これを提示し

なければならない。 

（使用料の減免） 

第４条 条例第７条第２項の規定による使用料の減免を受けようとする者は、西条市

アウトドアオアシス使用料減免申請書（様式第３号）を市長に提出しなければなら

ない。 

（使用料の還付） 

第５条 条例第８条ただし書の規定による使用料の還付の区分は、次のとおりとする。 

(1) 条例第８条第１号及び第２号に該当したとき。全額 

(2) 条例第８条第３号に該当したとき。１０割以内 
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２ 前項の使用料の還付を受けようとする者は、西条市アウトドアオアシス使用料還

付請求書（様式第４号）を市長に提出しなければならない。 

（特別設備等） 

第６条 使用者は、条例第６条第２項の規定により、特別な設備をし、又は備付け以

外の器具等を持ち込み使用しようとするときは、特別設備等使用許可申請書（様式

第５号）を市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の特別設備等使用許可申請書を受理した場合において、その内容を

審査し、適当と認めるときは、特別設備等使用許可書（様式第６号）を交付する。 

３ 第３条第３項の規定は、前項の特別設備等使用許可書の提示について準用する。 

（入居の申請） 

第７条 アウトドアオアシスのアウトドア用品売場又はおあしす市場（以下「売場等」

という。）に入居しようとする者は、条例第１２条において準用する条例第６条第

１項の規定により、アウトドア用品売場入居許可申請書（様式第７号）又はおあし

す市場入居許可申請書（様式第８号）（以下これらを「入居許可申請書」という。）

に市長が必要と認める書類を添付して市長に提出しなければならない。 

（入居の許可） 

第８条 市長は、入居許可申請書を受理した場合において、その内容を審査し、適当

と認めたときは、アウトドア用品売場入居許可書（様式第９号）又はおあしす市場

入居許可書（様式第１０号）（以下これらを「入居許可書」という。）を交付する。 

２ 第６条の規定は、入居の許可に準用する。 

３ 入居許可書の交付を受けた者（以下「入居者」という。）がその使用を取りやめ

ようとするときは、使用を取りやめる日の３月前までに書面をもって市長に提出し

なければならない。 

（遵守事項） 

第９条 条例第６条第１項（条例第１２条において準用する場合を含む。）の許可を

受けた者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 所定の場所以外で喫煙又は火気の使用をしないこと。 

(2) 許可なくして館内にはり紙、釘打ち等をしないこと。 

(3) 他人の迷惑となる行為をしないこと。 

(4) 前３号に掲げるもののほか、職員の指示に従うこと。 

（職員の立入り） 
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第１０条 職員は、アウトドアオアシスの管理上必要があると認めるときは、使用中

の施設に立ち入ることができる。 

（原状回復後の点検） 

第１１条 使用者及び入居者は、条例第１１条第１項又は条例第１９条第１項の規定

により現状に回復したときは、職員の点検を受けなければならない。 

（読替規定） 

第１２条 条例第２０条第１項の規定によりアウトドアオアシスの管理を指定管理者

に行わせる場合は、第２条、第４条、第５条、第６条（第８条第２項において準用

する場合を含む。）、第７条及び第８条の規定中「市長」とあるのは「指定管理者」

と、第３条（第６条第３項において準用する場合を含む。）中「市長」とあり、及

び「職員」とあるのは「指定管理者」と、第９条から前条までの規定中「職員」と

あるのは「指定管理者」と、第２条中「様式第１号」とあり、第３条中「様式第２

号」とあり、第４条中「様式第３号」とあり、第５条中「様式第４号」とあり、第

６条中「様式第５号」及び「様式第６号」とあり、第７条中「様式第７号」及び「様

式第８号」とあり、並びに第８条中「様式第９号」及び「様式第１０号」とあるの

は「指定管理者が定めるもの」と、次条中「市長は、条例第２４条の売場等の入居

に係る許可に当たっては」とあるのは「指定管理者は、条例第２４条の売場等の入

居に係る許可に当たっては、入居申請に係る書類の写しを添えて市長に通知するも

のとする。この場合において、市長は」と、「答申する。」とあるのは「答申する。

この場合において、市長は当該結果について指定管理者に通知する。」と、読み替

えるものとする。 

（審査委員会への諮問等） 

第１３条 市長は、条例第２４条の売場等の入居に係る許可に当たっては、同条の西

条市アウトドア活動拠点施設入居審査委員会（以下「審査委員会」という。）に諮

問する。 

２ 審査委員会は、前項の規定により諮問された事案について審査し、その結果を市

長に答申する。 

（その他） 

第１４条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 
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１ この規則は、平成３１年４月１日から施行する。ただし、次に掲げる規定は、平

成３１年７月１日から施行する。 

(1) 第７条、第８条、第１１条、第１３条及び様式第７号から様式第１０号までの

規定 

(2) 第９条から第１２条までの規定（売場等に係る部分に限る。） 

（準備行為） 

２ 条例附則第２項に規定する入居の許可及び審査委員会による審査に関し必要な行

為その他必要な準備行為は、前項ただし書に規定する規定の施行の日前においても

行うことができる。 

附 則（令和３年１２月２３日規則第３４号） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正後の西条市アウトドア活動拠点施設設置及び管理条例施行規

則の規定は、令和４年４月１日以後の使用について適用し、同日前の使用について

は、なお従前の例による。 
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